



























天坂、上町、中ノ又の 3 地区である。その中で上町のみ範囲が広いため、上町 A と B
に分けられている。上町婦人会に所属している人数は現在 39 名である。活動には参加
しないが、会費だけ納めている人もいる。会員数の内訳は天坂 17 名、上町 A6 名、上















月 内容 詳細 
4 月 空き缶拾い 班ごとに、県道沿いに活動する。 
5 月（また




6 月 運動会 宇出津、内浦、柳田地域合同の運動会。 
7 月 交差点の花植え 日々の水やりは上町公民館の主事さんが行っている。 
8 月 ござれ祭り 月初めから踊りの練習を始める。 
10 月 能登町の運動会   



















鹿）、のの花の会（合鹿）、はないちもんめ（中斉）の 3 つの組織を取り上げたい。 
 
3.1 日和会 
 B さん（合鹿、女性、60 歳代）によると、日和会とは合鹿地区のお楽しみ会の名称で
24 
 
ある。日和会がこの名称で初めて活動を行ったのは平成 11（1999）年 2 月 20 日であ











っと C さん宅で行われていた。 
 C さんはご高齢になられたことを理由に現在リーダーをされている B さんに平成 19
（2007）年度に引き継がれた。B さんは前任の C さんと同様この地区の民生委員をさ
れている。 













については、年間の補助金の額は能登町から 35,000 円、社会福祉協議会から 10,000 円










4 月の日帰り旅行を 1 年に 1 回のお楽しみにしている参加者もいる。8 月のお出かけの
会は毎年場所を変えている。しかし、合鹿からバスで片道 1～1 時間半程度場所でない
とずっとバスに乗っていることが参加者の体の負担になることため、あまり目新しいと








ればならないと B さんは考えている。 
その他の日和会の現在の問題点は、他の地区のお楽しみ会に比べて男性の参加が圧倒
的に少ないことである。合鹿地区の男性の間には日和会は女性の参加する会であるとい
うイメージがある。男性が 3 名参加してくれていたことがあったのだが、その方々も 1






 D さん（合鹿、女性、50 歳代）は日和会会長の B さんと同年代で一緒に日和会のボ
ランティアをされている方である。日和会の参加者の高齢者の方についてお話を伺った
ところ、本当にボランティアのメンバーが手をかけてずっと面倒を見ていないといけな


















































れる。D さんが把握しているのの花の会会員は 15 名程度だが、実質参加してくれてい
































































    
3.3 はないちもんめ 
 E さん（神和住、女性、60 歳代）によれば、「はないちもんめ」ができた経緯は、以
前ボランティア推進委員を務めていた E さんが上町地区にある道の駅「桜峠」前の道
にセルビアを植える活動を提案したことから始まった。これは平成 3（1991）年のこと
で、当初のメンバーは 5～6 人だったそうだ。しかし、当時 D さんの旦那さんが公民館

















































 今回は婦人会以外の活動としては 3 団体についてしか調査することができなかった。
しかし、この 3 つの団体のどれもが、地域をよくしたいという思いからできたものであ
り、地域の女性たちの地元への思いが感じられるものであった。実習期間の短い間では
この 3 団体しか私は取り上げることはできなかったが、おそらくまだ女性が主体となっ
て動いている団体はあると思われる。どの団体も、息を長く活動を続け結びつきの強い
あたたかな地域をこれからも作っていってほしいと思う。 
 最後になりますが、この報告書を完成させるためにご協力いただいたすべての方に感
謝を申し上げます。急な訪問や失礼な質問もたくさんあったにもかかわらず、丁寧に対
応してくださった皆さんのおかげで、最後まで実習をやり抜くことができました。これ
からも更なる上町地区の繁栄をお祈りしております。 
  
